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■当資料は販売用資料としてスパークス・アセット・マネジメント株式会社（以下当社）が作成したものであり、金融商品取引法に基づく開示書
類ではありません。当ファンドの取得のお申込を行う場合には、投資信託説明書（交付目論見書）をお渡ししますので、必ずお受け取りの上詳
細をご確認いただき、ご自身でご判断ください。■当ファンドは値動きのある有価証券に投資しますので、基準価額は変動します。従って、元
本が保証されているものではなく、組入れた有価証券の価格が下落する場合や、基準価額の下落により、損失を被り、投資元本を割り込む
場合もあります。また、これらの運用による損益は全て受益者の皆様に帰属します。■投資信託は預貯金・金融債または保険商品ではなく、
預金保険や保険契約者保護機構の保護の対象ではありません。また、証券会社で購入した場合を除き、投資者保護基金の規定に基づく支
払いの対象ではありません。■投資信託の設定・運用は、投資信託委託会社が行います。■当資料に記載の内容は将来の運用結果を保証
もしくは示唆するものではありません。■当資料に含まれている過去の実績の数値および市場動向等についてのコメントは当資料作成時点
のものであり、市場動向や個別銘柄の将来の動きを保証するものではありません。■当資料の正確性や完全性について当社が保証するも
のではありません。また記載内容は予告なく訂正が行われることがあります。■当資料は目的によらず、当社の許可なしに複製・複写をする
ことを禁じます。■当ファンドに関する投資信託説明書（交付目論見書）のご請求、お問合せは販売会社まで。

スパークス･ジャパン･スモール･キャップ･ファンド
愛称:ライジング・サン

マンスリーレポート

スパークス・アセット・マネジメント株式会社販売用資料

※当表彰は、スパークス・アセット・マネジメント株式会社が受賞したアワードであり、当ファンドの受賞ではございません。

｢トムソン・ロイター リッパー・ファンド・アワード・ジャパン ２０１７｣は、世界各都市で開催している｢Thomson
Reuters Lipper Fund Awards｣プログラムの一環として行われ、日本において販売登録されている国内および
外国籍ファンドを対象に、優れたファンドとその運用会社を選定し、表彰するものです。 選定/評価に際しては、
トムソン・ロイター リッパー独自の投資信託評価システム｢リッパー・リーダー・レーティング・システム (トムソ
ン・ロイター リッパー・リーダーズ、Thomson Reuters Lipper Leaders)｣の中の｢コンシスタントリターン(収益一貫
性)｣を用いています。

トムソン・ロイター リッパー・ファンド・アワードの評価の基となるトムソン・ロイター リッパー・リーダーズのファンド
に関する情報は、投資信託の売買を推奨するものではありません。トムソン・ロイター リッパー・リーダーズが分析
しているのは過去のファンドのパフォーマンスであり、過去のパフォーマンスは将来の結果を保証するものではない
ことにご留意ください。評価結果は、リッパーが信頼できると判断した出所からのデータおよび情報に基づいていま
すが、その正確性、完全性等について保証するものではありません。

スパークス・アセット・マネジメント株式会社が、

「トムソン・ロイター リッパー・ファンド・アワード・ジャパン ２０１７

（最優秀運用会社株式部門）」 を
４年連続で受賞しました。

株式部門での４年連続受賞は、世界新記録※です。
※ ４年連続受賞の世界新記録を達成したのは、スパークスを含め世界の運用会社で２社のみ
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純資産総額(右軸）

分配金再投資基準価額（左軸）

JASDAQ指数（左軸）

基準価額（左軸）

※略称は下記の取引市場を指します。 ※比率は対純資産総額
東1：東証1部、東2：東証2部、ﾏｻﾞｰｽﾞ：東証マザーズ、JQ：JASDAQ

※当ファンドはJASDAQ指数に連動するものではありません。
※基準価額は、信託報酬および実績報酬等控除後です。
※分配金再投資基準価額は、当該ファンドの信託報酬控除後の価額を用い、分配金

を非課税で再投資したものとして計算しております。
※過去の実績は、将来の運用成果を示唆あるいは保証するものではありません。

※2000年10月18日（設定日前営業日）を10,000として指数化
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※基準価額がハードル価格を超えると実績報酬が発生します。
詳しくは「投資信託説明書（交付目論見書）」をご覧ください。

【基準価額・純資産総額の推移】

基準日 平成30年1月31日

※決算期に収益分配があった場合のファンドのパフォーマンスは、分配
金（税金控除前）を再投資することにより算出される収益率です。
従って実際の投資家利回りとは異なります。

基準価額 解約価額 純資産総額

45,876 円 45,739 円 46.90 億円

ハードル価格： 43,712 円
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【資産別構成】

※比率は対純資産総額

【株式業種別構成 上位10業種（％）】

【株式市場別構成】

※比率は対純資産総額

(銘柄総数：49銘柄)【組入有価証券 上位10銘柄】

（億円）

【運用実績】

ファンド JASDAQ

過去1ヵ月間 0.53 7.19 第13期 2013/10/15 500

過去3ヵ月間 7.80 13.99 第14期 2014/10/15 500

過去6ヵ月間 21.15 25.37 第15期 2015/10/15 500

過去1年間 42.20 47.04 第16期 2016/10/17 500

過去3年間 71.65 79.78 第17期 2017/10/16 600

設定来 445.00 179.38 3,550

過去のパフォーマンス(％)

設定来累計

直近の分配実績（円）

※比率は対純資産総額

資産種類 比率(％）
株式 97.8
投資信託証券 0.0
その他株式関連証券 0.0
現金その他 2.2

銘柄 市場 業種 比率(％）

1 日精エー・エス・ビー機械 東1 機械 5.1

2 日本電子 東1 電気機器 3.8

3 センコーグループホールディングス 東1 陸運業 3.7

4 三浦工業 東1 機械 3.4

5 ＮＥＣネッツエスアイ 東1 情報・通信業 3.3

6 タクマ 東1 機械 3.3

7 前田工繊 東1 その他製品 3.3

8 パルコ 東1 小売業 3.2

9 ＵＫＣホールディングス 東1 卸売業 3.2

10 三洋化成工業 東1 化学 3.1

市場 比率(％）
東証１部 93.9
ジャスダック 0.0
東証２部 1.1
東証マザーズ 2.8
その他市場 0.0

株式組入比率 97.8

■当資料は販売用資料としてスパークス・アセット・マネジメント株式会社（以下当社）が作成したものであり、金融商品取引法に基づく開示書類ではありません。当ファンドの取得
のお申込を行う場合には、投資信託説明書（交付目論見書）をお渡ししますので、必ずお受け取りの上詳細をご確認いただき、ご自身でご判断ください。■当ファンドは値動きの
ある有価証券に投資しますので、基準価額は変動します。従って、元本が保証されているものではなく、組入れた有価証券の価格が下落する場合や、基準価額の下落により、損
失を被り、投資元本を割り込む場合もあります。また、これらの運用による損益は全て受益者の皆様に帰属します。■投資信託は預貯金・金融債または保険商品ではなく、預金
保険や保険契約者保護機構の保護の対象ではありません。また、証券会社で購入した場合を除き、投資者保護基金の規定に基づく支払いの対象ではありません。■投資信託
の設定・運用は、投資信託委託会社が行います。■当資料に記載の内容は将来の運用結果を保証もしくは示唆するものではありません。■当資料に含まれている過去の実績
の数値および市場動向等についてのコメントは当資料作成時点のものであり、市場動向や個別銘柄の将来の動きを保証するものではありません。■当資料の正確性や完全性
について当社が保証するものではありません。また記載内容は予告なく訂正が行われることがあります。■当資料は目的によらず、当社の許可なしに複製・複写をすることを禁じ
ます。■当ファンドに関する投資信託説明書（交付目論見書）のご請求、お問合せは販売会社まで。

1月の日本株式市場は、月初は新年の期待感とグローバルの株式市場の好調さを受けて大きく上昇し、昨年末比で一時的に5％超
の上昇を記録しました。しかしながら、日銀の金融緩和縮小観測や今後の米国の金融政策への思惑から円高が進んだことや株式市
場への高値警戒感などから、月後半は下落に転じました。円高の進行から輸出関連株が下落に転じる中で、円高の影響の少ない新
興企業株が堅調で、また、割安感と金利上昇による駆け込み投資期待から不動産株などが買われました。この結果、TOPIX（配当込
み）は前月末比1.06％上昇し、当ファンドのベンチマークは同7.19％上昇しました。
当ファンドのパフォーマンスは前月末比0.53％の上昇となり、ベンチマークを下回りました。
2017年12月期業績が市場予想を上回ったバリューコマース、新作ゲームの販売本数が大きく伸びたことが好感されたカプコン、

2018年2月期第3四半期業績が市場期待を上回ったイオンファンタジーなどがプラスに寄与しました。一方、特に目立ったニュースフ
ローはないものの、前月までの好調なパフォーマンスの反動から下落したクロスプラスの株価下落などがマイナスに影響しました。
1月の売買行動としては、前月より新規投資を行っている銘柄のほか既存銘柄への買い増しを進めております。新規銘柄への投資

はありません。
1月の日本株式市場は、世界経済の拡大を背景に大幅高で始まった一方、下旬にかけ米国の金利上昇を背景にドル安が進行し、

下落に転じつつ終了しました。一方、内需関連銘柄の比率が高い新興株指数は大きく上昇し、特徴だった動きとなっています。ただ、
既に高い期待値が織り込まれていた銘柄の株価調整が一部で見受けられ、高値警戒感が生じていることは事実です。
中小型株式市場においては、各企業の市場環境変化への対応力の有無がより顕在化していくフェーズにあると考えています。資源

価格の上昇や人件費の上昇などのコストアップを転嫁、もしくは事業機会へとつなげるなど、事業規模が比較的小さいからこその魅
力が中小型株式市場にはあります。一時的な業績悪化や注目度の低さなど、市場から見過ごされているがゆえに再評価される余地
が大きい銘柄を、積極的に発掘してまいります。
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もあります。

だけます。お申

受付となります

定める単位で解

原則として午

は翌営業日の

おける取引の停

には、解約請求

託財産留保額を

して 5 営業日
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ング・サン

下当社）が作成
明書（交付目論
る有価証券に投
場合や、基準価
属します。■投

証券会社で購入
会社が行います
績の数値および
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す。■当資料に記
び市場動向等に
資料の正確性

は目的によらず
せは販売会社

スパークス
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務局長 
第54号 

務局長 
2336号

務局長 
第195号 

務局長 
第346号 

株式会社 

-6711-9200（

ール･キャ

ング・サン

下当社）が作成
明書（交付目論
る有価証券に投
場合や、基準価
属します。■投

証券会社で購入
会社が行います
績の数値および
りません。■当資
す。■当資料は
ご請求、お問合

本投資顧問業

託事務の一部

一部解約金・収

本証券業 
協会 

一
金

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

（受付時間：営

ャップ･ファ

サン 

成したものであり
論見書）をお渡し
投資しますので

価額の下落によ
投資信託は預貯

した場合を除き
す。■当資料に記
び市場動向等に
資料の正確性

は目的によらず
せは販売会社

スパークス

協会 日本

部につき日本ト

収益分配金・償

加入
一般社団法人 
金融先物取引

業協会 

 

 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

営業日 9：00 ～

ァンド 

り、金融商品取
ししますので、

で、基準価額は
より、損失を被り
貯金・金融債ま
き、投資者保護
記載の内容は将
についてのコメ
や完全性につ
、当社の許可な

社まで。 

ス・アセット・マ

本証券業協会

トラスティ・サー

償還金の支払

入協会 
一般社団法
日本投資顧

業協会 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

～ 17：00） 

取引法に基づく開
必ずお受け取
変動します。従

り、投資元本を
たは保険商品

護基金の規定に
将来の運用結果

メントは当資料作
いて当社が保証
なしに複製・複写

マンスリーレポマンスリーレポ

ネジメント株式

会 

ービス信託銀

払いの取扱等を

法人
顧問

一般社団
第二種金
品取引業

○

○

○

○

○

○

○

開示書
りの上

従って、
割り込
ではな

に基づく
果を保
作成時
証する
写をす

ポートポート

式会社

銀行株

を行

団法人
金融商
業協会




